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 ２学期が始まりました。今学期も一人１授業の様子をお知らせしていきたいと思います。今回は、

６年桜２組の授業の様子です。１学期に俳句の学習を行い、俳句の決まりや特徴について学習しまし

た。そして２学期は、短歌です。初めての短歌でしたが、短歌の決まりや特徴などについて調べたり、

短歌づくりにも挑戦したりしました。様子を紹介します。 

 

校内研究授業 ９／２（月） 

６年桜２組 国語「言葉をえらんで、短歌を作ろう たのしみは」 

指導者 

ねらい「短歌のもつ表現の効果を確かめて、短歌を書くことができる。」  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業研究会では、「五七五七七の 

                       リズムを数えながらしっかり区切る 

                       ことができていた。１時間集中して 

取り組むことができていた。」 

いう意見が出されました。 

 

３.自分で解いて

みよう 

４..みんなで 

話し合おう 

 

めあてを考

えていま

す。 
１.「めあて」をも

とう 

２.「見通し」をも

とう 

５.「まとめ」をし

よう 

６.問題を解いてみ

よう 

７. ふりかえり を

しよう 

 

ま
と
め
る 

ウェビングマップを使い短歌を作り

ました。 

「たのしみは ドッチボール 夏休み 

いろんなチーム ４位になれた」 

素晴らしい短歌ができました。 

短歌は、五七五七七でできて

いることを知り、夏休みの楽しか

った思い出を五七五七七で上手

に短歌を書くことができました。 

 

俳句を五

七五に分

け、復習

していま

す。 

めあて 

短歌はどのようにできているのだろうか？ 

追
究
す
る
・
深
め
る 

つ
か
む 

読み方のリズムは？ 

五七五七七 

短歌に合う場面は、どちらの絵が当

てはまるか考えました。 


